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明
治
二
十
五
年
、
曲
田
の
豪
農
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
建
坪
は
十
五
坪

と
小
さ
く
外
観
も
素
朴
で
す
が
、
内
部

の
つ
く
り
に
は
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
ビ

ザ
ン
チ
ン
様
式
の
浅
い
ド
ー
ム
形
を
し

た
八
角
形
の
天
井
。
良
質
の
天
然
秋
田

杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
ま
す
。
堂

内
に
は
明
治
の
女
流
聖
像
画
家
・
山
下

リ
ン
の
画
も
飾
ら
れ
、
ま
さ
に
こ
こ
は

聖
な
る
世
界
で
す
。
県
の
文
化
財
の
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

1
０
１
８
６
（42）
６
９
８
５

要
電
話
予
約
（
釜
谷
）

大
館
の
自
然
環
境
の
中
で
先
人
た
ち
が

い
か
に
歩
ん
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
が

様
々
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
大
館
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ー
ナ
ー
は
自
然
・
産
業
・
歴
史
・
民

俗
展
示
・
美
術
展
示
な
ど
。
こ
ど
も
科
学

室
、
曲
げ
わ
っ
ぱ
展
示
室
も
併
設
。
正
面

玄
関
前
に
小
林
多
喜
二
文
学
碑
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

1
０
１
８
６
（48）
２
１
１
９

鳥潟会館

大
館
市
二
井
田
に
生
ま
れ
た
偉
大
な
る

先
人
、
安
藤
昌
益
は
二
井
田
の
温
泉
寺
に

ひ
っ
そ
り
と
眠
っ
て
い
ま
す
。
医
学
と
本

草
学
を
本
業
と
す
る
傍
ら
、
儒
仏
思
想
、

天
文
学
に
も
造
詣
が
深
く
、
武
家
社
会
の

封
建
制
度
を
厳
し
く
批
判
し
、
平
等
社
会

を
主
張
し
た
思
想
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

約
三
百
年
の
歴
史
を
も
つ
鳥
潟
会
館
。

い
た
る
と
こ
ろ
に
鞍
馬
石
を
使
っ
た
趣
の

あ
る
京
風
回
遊
式
庭
園
。
浜
辺
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
池
の
ふ
ち
。
萱
葺
き
屋
根
の
茶

室
。
東
北
有
数
の
文
化
遺
産
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
ロ
マ
ン
の
風
が
漂
っ
て
き
ま
す
。

鳥
潟
家
は
ま
た
、
三
偉
人
も
輩
出
し
て

い
ま
す
。
軽
業
師
と
し
て
ド
イ
ツ
皇
帝
に

招
か
れ
た
鳥
潟
小
三
吉
（
天
保
十
三
〜
明

治
四
十
二
年
）。
血
清
細
菌
学
の
先
駆
者
と

し
て
日
本
の
医
学
に
貢
献
し
た
鳥
潟
隆
三

（
明
治
十
一
〜
昭
和
二
十
七
年
）。

無
線
電
話
機

の
発
明
で
世

界
的
に
有
名

に
な
っ
た
鳥

潟
右
一
（
明

治
十
六
〜
大

正
十
二
年
）。

館
内
に
は
貴
重
な
資
料
、
数
百
点
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
０
１
８
６
（46）
１
０
０
９

長
走
風
穴
館
は
、
大
館
市
街
地
か
ら
青
森

県
に
向
か
う
国
道
七
号
線
沿
い
に
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
風
穴
の
し
く
み
な
ど
を
学
習

し
な
が
ら
、
冷
風
の
吹
き
出
し
を
体
感
し
、

野
外
で
高
山
植
物
が
観
察
で
き
ま
す
。

大
館
市
長
走
字
長
走
３
６
２
―
６

1
０
１
８
６
（51）
２
０
０
５

開
館
期
間
　
４
月
〜
11
月

時
間
　
９
時
〜
16
時
30
分

江
戸
時
代
の
偉
大
な
思
想
家

安
藤
昌
益

鳥
潟
家
の
栄
華
を
一
堂
に

鳥
潟
会
館
（
と
り
が
た
か
い
か
ん
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
様
式
の
木
造
建
築

北
鹿
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
聖
堂

（
ほ
く
ろ
く
）

松
陰
は
、
東
北
遊
学
の
折
、
大
館
白
沢

に
立
ち
寄
っ
た
り
、
同
市
出
身
の
思
想

家
・
狩
野
良
知
の
影
響
を
受
け
た
り
大
館

市
と
は
ゆ
か
り
が
深
い
。
同
市
の
松
下
村

塾
は
松
陰
の
私
塾
を
模
し
て
造
っ
た
も
の

で
す
。

1
０
１
８
６
（42）
０
０
０
２
（
大
館
鳳
鳴
高
校
）

プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
の
代
表

小
説
「
蟹
工
船
」

を
書
い
た
小
林

多
喜
二
。
京
都

大
学
の
初
代
の
文
化
大
学
長
で
「
吾
輩
は

猫
で
あ
る
」
の
先
生
モ
デ
ル
と
な
っ
た
狩

野
亨
吉
。
昭
和
初
期
の
国
民
的
ア
イ
ド
ル

歌
手
上
原
敏
な
ど
。

吉
田
松
陰
の
教
え
を
受
け
継
ぐ

松
下
村
塾
（
し
ょ
う
か
そ
ん
じ
ゅ
く
）

大
館
郷
土
博
物
館

各
分
野
で
才
能
が
花
開
く

大
館
ゆ
か
り
の
先
人
た
ち

自
然
の
冷
風
が
体
感
で
き
る
不
思
議
な
館

長
走
風
穴
館

（
な
が
ば
し
り
ふ
う
け
つ
か
ん
）

な
ぜ
、こ
こ
に
、こ
ん
な
も
の
が
。

旅
の
不
思
議
に
出
会
う
た
び
、

い
つ
も
好
奇
心
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

そ
し
て
、謎
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
け
始
め
る
と
、

感
動
が
胸
を
打
ち
つ
づ
け
る
。

1
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八幡神社
出川の欅

桜
櫓
館

お
う
ろ
か
ん（
旧
櫻

き
ゅ
う
さ
く
ら

場ば

家け

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

）国
登
録
有
形
文
化
財

旧
大
館
町
長
の
櫻
場
文
蔵
氏
が
昭
和
八
年
に
建
設
し
た
も
の
で
、
平

面
は
一
間
が
一
・
九
一
ｍ
の
京
間
を
基
準
と
し
、
当
地
方
の
住
宅
に

比
べ
一
回
り
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
優
れ
た
建
具
や
欄
間
彫
刻
を
有

し
、
現
在
で
は
入
手
困
難
な
建
築
材
料
を
豊
富
に
使
用
。
袴
腰
と
し

た
三
階
展
望
室
の
形
は
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。

大
館
市
字
中
城
１
２
｜
３

1
０
１
８
６
（42）
０
３
１
９

本
丸
跡
の
面
影
を
し
の
ぶ

桂
城
公
園
（
け
い
じ
ょ
う
こ
う
え
ん
）

高
台
に
あ
る
公
園
の
ほ
と
ん
ど
は
、
城

跡
が
多
い
。
知
的
に
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
し

て
み
る
と
、
桂
城
公
園
は
、
近
世
、
佐
竹

西
家
と
し
て
禄
高
八
千
石
の
大
館
城
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
。
今
で
も
公
園
内
の
あ
ち
こ

ち
に
は
、
城
下
の
面
影
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

桃
山
式
の
建
築
様
式
美

八
幡
神
社

1
０
１
８
６
(42)
１
３
２
８

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
創
建
。
桃
山

式
の
建
築
様
式
は
東
照
宮
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

ま
す
。
洗
練
さ
れ
た
流
れ
造
り
の
建
物
で
、

巧
み
な
彫
刻
、
内
扉
の
金
箔
、
優
美
な
神
殿

か
ら
は
気
品
が
漂
い
ま
す
。
平
成
二
年
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

1
０
１
８
６
(42)
１
３
２
８

樹
齢
七
百
年

出
川
い
で
が
わ

の
欅
け
や
き

神
名
は
「
若
木
山
大
権
現
」。
主
幹
の
直

径
二
・
五
ｍ
、
樹
高
二
十
五
ｍ
、
空
洞
の

広
さ
は
八
畳
も
あ
り
、
圧
倒
さ
れ
る
大
き

さ
で
す
。
根
本
に
あ
る
無
数
の
コ
ブ
は
、

乳
の
出
な
い
産
婦
の
信
仰
に
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
四
月
八
日
が
祭
礼
で
す
。

江
戸
時
代
の
紀
行
家

菅
江
真
澄
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

残
さ
れ
て
い
る
真
澄
の
著
作
四
十
六
点

を
見
て
い
る
と
、
旅
人
に
な
っ
た
気
分
に

な
り
ま
す
。
東
北
・
北
海
道
を
巡
遊
し
て

見
聞
き
し
た
民
間
の
生
活
を
、
挿
絵
入
り

で
記
し
た
冊
子
（
真
澄
遊
覧
記
）
は
貴
重

な
民
俗
資
料
で
す
。（
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）

ノ ス タ ル ジ ッ ク に タ イ ム ト リ ッ プ す る 。�

〜
物
語
は
甲
斐
の
国
か
ら
〜

浅
利
氏
と
比
内

か
つ
て
、
比
内
の
地
は
隣
接
す

る
南
部
藩
、
秋
田
藩
の
要
衝
で
あ

り
、
ま
た
独
鈷
大
明
神
や
大
�
金

山
の
金
山
墓
地
な
ど
、
数
多
く
の

史
跡
や
文
化
財
が
残
っ
て
い
て
、

そ
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

平
安
末
期
、
こ
の
地
方
は
奥
州
藤

原
氏
の
勢
力
下
に
あ
り
ま
し
た
。

藤
原
氏
滅
亡
後
、
清
和
源
氏
の
流

れ
を
く
む
甲
斐
武
田
氏
の
分
流
で

あ
る
浅
利
氏
の
所
領
と
な
り
、
天

文
七
年
（
一
五
三
八
）
甲
斐
の
国

か
ら
こ
の
地
に
移
っ
た
浅
利
則
頼

が
独
鈷
城
を
築
城
。
大
日
神
社
例

祭
に
伝
わ
る
「
独
鈷
ば
や
し
」
は

こ
の
時
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
比
内
を
中
心
に
広
く
県
北
一

円
を
お
さ
め
た
浅
利
氏
で
あ
り
ま

し
た
が
、
や
が
て
秋
田
氏
、
南
部

氏
と
の
争
い
で
江
戸
時
代
を
目
前

に
滅
亡
し
、
比
内
は
秋
田
藩
の
所

領
と
な
っ
た
の
で
す
。

西
木
戸
神
社

源
頼
朝
に
追
わ
れ
、
こ
の
地
方
で
首
を
討
た
れ
た

奥
州
平
泉
の
藤
原
氏
四
代
泰
衡
の
跡
を
辿
っ
て
き
た

妻
は
、
こ
こ
で
悲
報
を
知
っ
て
自
害
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
哀
れ
み
、
八
木
橋
五
輪
台
の
高
台
に
は
五
輪
の

塔
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

扇
田
神
明
社

長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
に
創
建
さ
れ
た
古
社
は
、

こ
の
地
を
治
め
た
浅
利
氏
、
佐
竹
氏
の
祈
願
所
で
し

た
。
戊
辰
の
役
（
一
八
六
八
）
で
は
激
戦
地
と
な
り
、

老
木
に
当
時
の
弾
痕
を
残
し
て
い
ま
す
。

独
鈷
大
日
神
社

ホ
ッ
プ
畑
を
北
上
し
て
い
く
と
、
小
高

い
丘
に
、
五
間
四
面
の
独
鈷
大
日
神
社
が

静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

一
三
〇
〇
年
も
昔
、
名
僧
行
基
が
刻
ん
だ

と
伝
え
ら
れ
る
大
日
如
来
像
が
安
置
さ
れ

て
い
る
由
緒
あ
る
御
堂
で
す
。

中
世
に
は
浅
利
氏
の
氏
神
と
し
て
祀
ら

れ
、
悲
運
の
武
将
を
物
語
る
数
少
な
い
遺

品
も
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に

隣
接
し
て
い
る
民
舞
伝
習
館
に
は
、
数
多

く
の
文
化
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
て
、
比
内

の
歴
史
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浅
利
則
頼
遺
愛
の
琵
琶
や
民
族
資
料
が
保

存
・
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
舞
台
付
き
の

研
修
室
も
設
け
ら
れ
「
独
鈷
ば
や
し
」
な

ど
の
伝
統
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
岐
家
武
家
門

明
治
中
期
、
大
地
主
で
あ
っ
た
長
岐

家
が
、
秋
田
市
の
旧
佐
竹
侯
別
邸
の
門

を
模
し
て
建
て
た
総
ケ
ヤ
キ
造
の
門
で

す
。
笠
門
様
式
の
立
体
的
な
構
成
美
が

特
徴
で
す
。

歴
　
史
　
散
　
歩

4



日
本
三
大
美
林
の
ひ
と
つ

天
然
秋
田
杉

旧
街
道
が
残
る
矢
立
峠
付
近
は
、
樹
齢

三
百
年
以
上
に
も
な
る
美
し
い
天
然
秋
田

杉
の
木
立
に
囲
ま
れ
た
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
い
っ
ぱ
い
の
癒
し
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

渓
流
美
と
華
麗
な
舞

長
木
川
と
白
鳥

大
館
市
内
を
東
か
ら
西
に
流
れ
る
長
木

川
。
上
流
の
雪
沢
温
泉
あ
た
り
に
は
、
名

所
・
四
十
八
滝
を
は
じ
め
、
夫
婦
岩
と
呼

ば
れ
し
め
繩
で
結
ば
れ
た
大
き
な
岩
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
上
流
に
は
、
岩
の
空
洞

と
風
に
よ
っ
て
鳴
る
不
思
議
な
場
所
が
あ

り
ま
す
。

毎
年
十
一
月
頃
に
な
る
と
川
の
水
面
に
、

た
く
さ
ん
の
白
鳥
が
渡
来
し
ま
す
。
春
ま
で

の
越
冬
中
、
羽
を
広
げ
て
飛
ぶ
華
麗
な
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
頂
付
近
は
眺
望
絶
景

長
根
山
（
な
が
ね
や
ま
）

長
根
山
の
中
腹
を
利
用
し
た
公
園
で
、

山
ろ
く
に
は
数
千
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、

山
頂
に
は
大
館
少
年
自
然
の
家
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
大
館
市
街
を
一
望
で
き
る
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
隣
接
す
る
秋
葉
山
と
鳳

凰
山
の
登
山
道
は
、
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
す
。

低
地
湿
原
の
代
表
的
な
も
の
で
、
め
ず

ら
し
い
草
花
や
昆
虫
が
見
ら
れ
、
七
月
に

は
陽
光
を
浴
び
た
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
花

が
咲
き
誇
り
ま
す
。
国
指
定

の
天
然
記
念
物
。

眼
前
に
広
が
る
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

芝
谷
地
湿
原
植
物
群
落

（
し
ば
や
ち
し
つ
げ
ん
し
ょ
く
ぶ
つ
ぐ
ん
ら
く
）

国
見
山
の
西
側
山
ろ
く
一
六
五
ｍ
の
低

地
は
、
特
異
現
象
地
帯
で
す
。
山
の
た
い

積
物
の
関
係
で
、
夏
に
冷
風
を
吐
き
出
す

風
穴
。
地
温
も
低
い
こ
の
一
帯
に
は
、
コ

ケ
モ
モ
、
ウ
ス
ノ
キ
な
ど
の
高
山
植
物
が

咲
き
乱
れ
国
の
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い

ま
す
。

風
と
花
の
不
思
議
ゾ
ー
ン

長
走
風
穴
と
高
山
植
物
群
落

（
な
が
ば
し
り
ふ
う
け
つ
と
こ
う
ざ
ん
し
ょ
く
ぶ
つ
ぐ
ん
ら
く
）

風
景
の
な
か
に
と
け
込
ん
で
、

い
つ
も
の
私
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

ま
る
で
、
優
し
さ
に
出
会
っ
た
と
き
の
よ
う
に
、

と
て
も
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。

だ
か
ら
、
い
い
ん
だ
な
ぁ
。

田代中のケヤキ

達
子
森

「
い
こ
い
の
森
」
と
し
て
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
達
子
森
へ
は
扇
田
駅
か
ら
歩
い
て

三
十
分
。
広
々
と
し
た
田
園
地
帯
の
中
央
に

そ
び
え
る
標
高
二
〇
七
m
の
流
紋
岩
の
山
で

す
。
山
頂
に
は
昔
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
る
薬

師
神
社
が
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
参

拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

近
く
に
は
達
子
の
集
落
が
あ
り
、
静
か
に

流
れ
る
川
底
が
床
（
達
子
と
同
意
）
の
よ
う

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
付
い
た
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
他
に
も
何
種
類
か
の
説
が
あ

り
、
こ
こ
は
ぜ
ひ
、
地
元
の
人
の
語
り
口
で

聞
き
た
い
と
こ
ろ
。

達
子
森
入
口
の
付
近
に
は
、
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）
に
建
て
ら
れ
た
高
さ
九
十
cm
の

道
標
が
あ
り
ま
す
。
当

時
阿
仁
地
方
と
の
盛
ん

な
往
来
を
物
語
る
貴
重

な
石
で
、
遠
く
、
い
に

し
え
に
思
い
を
巡
ら
せ

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

竜
ヶ
森

北
秋
田
市
と
の
境
界
に
あ
る
竜
ヶ
森
（
一
〇

四
九
m
）。
比
内
側
か
ら
は
比
内
コ
ー
ス
と
最

上
コ
ー
ス
の
登
山
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
頂
へ
は
大
人
の
足
で
約
二
時
間
。
ゆ
っ
く
り

と
歩
き
な
が
ら
森
林
浴
を
楽
し
み
た
い
と
こ
ろ

で
す
。（
竜
ヶ
森
登
山
道
入
口
か
ら
比
内
コ
ー

ス
の
竜
ヶ
森
登
山
口
駐
車
場
ま
で
六
km
）

足
を
延
ば
し
て
名
瀑
散
策

田
代
岳
渓
谷

山
瀬
ダ
ム
か
ら
田
代
岳
へ
の
渓
谷
沿
い
を

さ
か
の
ぼ
る
と
、
い
く
つ
か
の
滝
に
遭
遇
し

ま
す
。
澄
み
切
っ
た
水
が
流
れ
落
ち
る
そ
の

さ
ま
は
、
心
と
体
を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。

五色の滝

糸滝
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ハ
チ
公
物
語
で
有
名

秋
田
犬
（
あ
き
た
い
ぬ
国
指
定
天
然
記
念
物
）

「
ハ
チ
公
物
語
」
と
し
て
映
画
化
さ
れ
、

渋
谷
駅
前
の
銅
像
に
も
な
っ
て
い
る
忠
犬
ハ

チ
公
は
、
大
正
十
二
年
十
一
月
、
大
館
市
大

子
内
の
斉
藤
才
治
宅
で
誕
生
し
ま
し
た
。

丸
み
を
お
び
た
耳
、
短
く
引
き
締
ま
っ
た

胴
、
太
い
首
す
じ
、
大
き
な
頭
、
く
る
り
と

し
た
丸
尾
、
ど
っ
し
り
し
た
剛
健
な
姿
は
、

男
性
的
な
中
に
も
や
さ
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

秋
田
犬
の
す
べ
て
を
紹
介

秋
田
犬
会
館
（
あ
き
た
い
ぬ
か
い
か
ん
）

こ
こ
に
は
国
の
天
然
記
念
物
・
秋
田
犬

に
関
す
る
資
料
が
一
堂
に
集
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
三
年
、
秋
田
犬
保
存
会

の
五
十
周
年
事
業
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
秋
田
犬
の
系
譜
、
マ
タ
ギ
猟
の
様

子
、
忠
犬
ハ
チ
公
に
関
す
る
興
味
深
い
資

料
が
あ
り
ま
す
。
本
物
の
秋
田
犬
を
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。1

０
１
８
６
(42)
２
５
０
２

声良鶏

老
犬
シ
ロ
を
祀
る

老
犬
神
社

十
二
所
葛
原
に
、
忠
犬
を
祀
る
全
国
で

も
珍
し
い
神
社
が
あ
り
ま
す
。
話
は
江
戸

時
代
中
ご
ろ
の
こ
と
。
猟
師
の
定
六
が
猟

の
途
中
、
他
の
領
内
に
迷
い
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
身
の
証
を
た
て
る
た
め
、
供

の
シ
ロ
は
家
に
も
ど
り
、
忘
れ
て
き
た
巻

物
を
口
に
く
わ
え
て
来
ま
し
た
が
、
す
で

に
定
六
は
処
刑
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
シ
ロ

は
す
ぐ
に
定
六
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
死

ん
だ
、
と
い
い
ま
す
。

神
社
を
囲
む
う
っ
そ
う
と
し
た
杉
木
立

が
、
い
っ
そ
う
憐
み
を
誘
い
ま
す
。

秋
田
三
鶏

そ
の
昔
、
あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
年
貢

と
し
て
納
め
た
、
と
い
う
比
内
鶏
。
国
の

天
然
記
念
物
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
で

は
交
配
種
し
か
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
場

き
り
た
ん
ぽ
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
山
鳥

に
似
た
極
上
の
味
わ
い
で
す
。

日
本
三
大
長
鳴
き
鶏
と
し
て
知
ら
れ
る

声
良
鶏
。
一
声
の
長
さ
は
十
四
〜
十
八
秒

も
あ
り
、
低
音
で
優
雅
な
歌
い
方
に
は
う

っ
と
り
。
国
の
天
然
記
念
物
。

シ
ャ
モ
と
在
来
種
の
突
然
変
異
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
闘
鶏
・
金
八
鶏
。
名
前
は
短

気
者
の
肴
屋
・

金
八
に
由
来
し

ま
す
。
県
の
天

然
記
念
物
。

三
鶏
の
資
料
を
展
示

山
田
記
念
館
1
０
１
８
６

（49）
３
４
２
６

日
本
鶏
の
権
威
者
で
あ
っ
た
、
故
山
田

定
治
氏
の
秋
田
三
鶏
に
よ
せ
た
熱
意
と
功

績
を
た
た
え
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
山
田

記
念
館
。
な
か
に
は
三
鶏
の
史
資
料
が
展

示
さ
れ
、
種
の
保
存
と
繁
殖
を
図
っ
て
い

ま
す
。
入
口
横
の
柵
に
は
三
鶏
が
そ
れ
ぞ

れ
飼
わ
れ
、
身
近
に
観
察
で
き
ま
す
。

比内鶏

金八鶏

プ
ル
ミ
エ
比
内

プ
ル
ミ
エ
比
内
は
、
市
の
観
光
振
興
と
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
寄
与
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
す
。

観
光
情
報
提
供
の
拠
点
と
し
て
、
市
内
外

の
観
光
案
内
、
特
産
品
の
紹
介
も
行
っ
て
い

ま
す
。

正
面
ロ
ビ
ー
に
設
け

ら
れ
た
情
報
談
話
コ
ー

ナ
ー
は
吹
き
抜
け
の
広

い
空
間
で
、
観
光
史
跡

や
特
産
品
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
れ

す
と
ら
ん
比
内
ど
り
」

で
は
地
元
産
の
比
内
地

鶏
を
使
っ
た
き
り
た
ん
ぽ
鍋
が
味
わ
え
ま
す
。

交
歓
・
交
流
の
場
と
し
て
市
内
外
の
多
く
の

人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
０
１
８
６
（55）
１
０
０
０

と
っ
と
館

道
の
駅
ひ
な
い
に
併

設
さ
れ
た
軽
食
・
直
売

施
設
。
比
内
鶏
に
ち
な

ん
で
「
と
っ
と
館
」
と

よ
ば
れ
、
近
隣
農
家
の

と
れ
た
て
新
鮮
な
農
産

物
を
直
売
し
て
い
ま
す
。

1
０
１
８
６
（50）
７
７
０
０

民
舞
伝
習
館

民
舞
伝
習
館
は
、
農
村
の
伝
統
、
郷
土
芸

能
、
民
俗
資
料
の
保
存
伝
習
を
目
的
と
し
て

昭
和
五
十
五
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

特
色
と
し
て
、
か
つ
て
の
こ
の
地
を
治
め

た
浅
利
氏
に
ま
つ
わ
る
も
の
や
、
隣
接
す
る

大
日
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
の

展
示
、
そ
し
て
郷
土
芸
能
で
あ
る
「
独
鈷
ば

や
し
」
の
伝
習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
史
跡
散
策
路
の
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
的
な
施
設
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
ま
す
。

1
０
１
８
６
（56）
２
３
１
２

大
�
金
山

ふ
る
さ
と
館

ベ
ニ
ヤ
マ
自
然
パ

ー
ク
内
に
あ
る
地
域

文
化
伝
承
施
設
で

す
。
大
�
金
山
に
ま

つ
わ
る
貴
重
な
資
料

か
ら
金
山
で
栄
え
た

当
時
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
０
１
８
６
（57）
２
３
２
４
　

大
館
市
農
林
水
産
物
直
売
施
設

ゆ
き
さ
わ
産
直
セ
ン
タ
ー

樹
海
ラ
イ
ン
沿
い
に

位
置
す
る
木
の
ぬ
く
も
り

を
い
か
し
た
木
造
の
農
林

水
産
物
産
直
売
所
。
樹
海

の
里
で
と
れ
た
て
の
野

菜
、
山
菜
、
き
の
こ
等
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
味
を
直
売
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ゆ
き
さ
わ
産
直
セ
ン
タ
ー

1
０
１
８
６
（50）
２
０
３
２

田
代
が
生
ん
だ
偉
人

小
畑
勇
二
郎
記
念
館

館
内
は
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
家
の
模
型

か
ら
秘
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
研
修
室
、
事

績
に
至
る
ま
で
数
々
の
遺
品
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

1
０
１
８
６
（54）
２
２
３
０
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比
内
の
冬
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

比
内
と
り
の
市

比
内
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
「
比
内

鶏
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
祭
り
で

す
。
郷
土
芸
能
の
披
露
や
鶏
展
示

会
、
人
間
が
発
す
る
コ
ケ
コ
ッ
コ

ー
と
い
う
声
の
長
さ
を
競
う
「
人

間
比
内
鶏
永
唱
コ
ン
テ
ス
ト
」、
比

内
鶏
の
レ
ー
ス
を
予
想
し
て
鶏
肉

を
も
ら
う
「
比
内
鶏
ダ
ー
ビ
ー
」、

鉄
棒
に
串
刺
し
に
し
て
丸
焼
き
に

し
た
「
比
内
鶏
千
羽
焼
き
」
な
ど
、

地
域
の
特
色
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
見
る
・
食
べ
る
・
遊

ぶ
・
買
う
の
四
つ
が
楽
し
め
ま
す
。

大
日
神
社
例
祭
／
独
鈷
ば
や
し

華
麗
な
笛
の
旋
律
と
勇
壮
な
太
鼓
の
響

き
が
奏
で
る
哀
調
帯
び
た
「
独
鈷
ば
や
し
」。

「
寄
せ
ば
や
し
」「
本
ば
や
し
」「
剣
ば
や
し
」

「
帰
り
山
車

や

ま

」
の
四
種
類
が
今
で
も
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
銀
扇
も
あ
ざ
や
か
に
舞
う
そ

の
姿
は
ま
さ
に
華
麗
の
一
語
に
尽
き
ま
す
。

金
山
七
夕
太
鼓

盆
に
仏
様
を
家
に
迎
え
る
た
め
、
勇
壮
に
太
鼓
を
た
た
い
て

ね
り
歩
く
。

中
野
七
夕

手
づ
く
り
の
絵
灯
ろ
う
を
秋
田
市
の
竿
燈
風

に
組
み
上
げ
て
、
大
太
鼓
の
響
き
に
の
せ
て
巡

る
七
夕
行
事
。

山
コ
チ
ン
チ
コ

夕
暮
れ
に
各
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が

自
慢
の
絵
灯
ろ
う
を
引
き
な
が
ら
笛
の

音
に
合
わ
せ
て
〝
山
コ
チ
ン
チ
コ
ヨ
〜

イ
ヨ
イ
、
ヘ
ビ
コ
カ
ラ
マ
タ
ヨ
〜
イ
ヨ

イ
、
オ
ラ
ホ
の
山
ッ
コ
見
デ
タ
ン
ヒ
〞

と
、
掛
け
声
を
し
な
が
ら
町
を
ね
り
歩

く
、
ね
ぶ
流
し
の
風
習
を
受
け
継
ぐ
子

ど
も
七
夕
の
行
事
。

勇
壮
で
華
や
か
な
秋
ま
つ
り

大
館
神
明
社
祭
典

秋
の
気
配
を
感
じ
る
頃
、
勇
ま
し
い
か

け
声
と
と
も
に
永
久
曳
山
や
み
こ
し
が
町

内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
曳
山
か
ら
は
祇
園

ば
や
し
の
流
れ
を
く
む
大
館
ば
や
し
が
響

き
わ
た
り
、
笛
や
太
鼓
な
ど
で
ま
つ
り
は

最
高
潮
に
達
し
ま
す
。

実
行
委
員
会
1
０
１
８
６
（42）
９
９
３
３

本
場
の
味
覚
を
堪
能

本
場
大
館
き
り
た
ん
ぽ
ま
つ
り

収
穫
し
た
ば
か
り
の
新
米
と
美
味
・
比

内
地
鶏
と
の
と
り
合
わ
せ
は
、
本
場
な
ら

で
は
の
郷
土
料
理
で
す
。
ま
つ
り
期
間
中

は
、
た
ん
ぽ
千
本
焼
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

来
福
祈
願
す
る
雪
国
の
風
物
詩

ア
メ
ッ
コ
市

露
店
に
は
さ
ま
ざ
ま
に
趣
向
を
こ
ら
し

た
ア
メ
が
並
び
、
市
の
両
日
ア
メ
を
食
べ

る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い
う
。
四
百
年

前
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
白
ひ
げ
大
神

巡
行
な
ど
行
事
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

四
季
を
彩
る

大
館
の

ま
つ
り

扇
田
盆
踊
り

八
月
の
七
日
目
に
、
獅
子
頭
の
前
で
太
鼓
と
笛
、
バ
チ
に
酒

を
吹
き
か
け
て
音
合
わ
せ
を
し
ま
す
。
十
三
日
の
お
盆
、
十
六

日
朝
の
棚
っ
こ
流
し
、
十
六
日
夜
の
と
う
ろ
う
流
し
と
続
き
、

十
七
・
十
八
日
に
は
ハ
タ
ギ
踊
り
と
も
呼
ば
れ
る
盆
踊
り
が
行

わ
れ
ま
す
。

た
け
の
こ
祭
り

六
月
第
二
日
曜
日
田
代
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

は
春
の「
た
け
の
こ
祭
り
」か
ら
始
ま
り
ま
す
。

田
代
地
域
の
山
々
か
ら
山
菜
の
便
り
が
届

く
こ
ろ
、
特
産
の
「
タ
ケ
ノ
コ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、

存
分
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
る
も

の
で
す
。

大
鮎
の
里
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
ふ
る
さ

と
へ
の
帰
省
者
ら
と
と
も
に
、
盆
踊

り
や
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
を
楽
し
む

恒
例
の
夏
祭
り
「
大
鮎
の
里
ふ
る
さ

と
祭
り
」
が
毎
年
八
月
中
旬
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

全
国
鮎
つ
り
大
会

八
月
十
四
日
、
町
を
流
れ
る
米
代
川
、
早
口
川
、

岩
瀬
川
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
太
公
望
た
ち
が
腕

と
技
を
競
い
ま
す
。

十
ノ
瀬
山
か
も
し
か
カ
ッ
プ

毎
年
九
月
に
全
国
の
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
愛
好
者
を
対
象
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

五
色
湖
ま
つ
り

山
瀬
ダ
ム(

五
色
湖)

が
完
成
し
た
の
を

契
機
に
、
五
色
湖
周
辺
の
恵
ま
れ
た
自
然

に
親
し
み
、
そ
の
魅
力
を
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
毎
年
紅
葉
の
始
ま
り
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
者

は
魚
の
つ
か
み
取
り
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

を
楽
し
み
な
が
ら
秋
の
自
然
の
味
覚
を
満

喫
し
ま
す
。

美
し
く
壮
大
な
大
文
字
焼
き
は
圧
巻

大
文
字
ま
つ
り

大
文
字
焼
き
は
、
毎
年
旧
盆
に
行
わ
れ
る
行
事
で
、
花

火
と
と
も
に
夜
空
を
あ
ざ
や
か
に
彩
り
ま
す
。
日
中
は
、

ゆ
か
た
姿
の
女
性
た
ち
に
よ
る
大
文
字
お
ど
り
で
盛
り
上

が
り
ま
す
。

R E C R EAT ION

■

桜
ま
つ
り

４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

■
お
お
だ
て
春
の
市
日
ま
つ
り

５
月
下
旬

■

た
け
の
こ
祭
り

６
月
第
２
日
曜
日

■

バ
ラ
ま
つ
り

６
月
中
旬
〜
下
旬

■

大
日
神
社
例
祭
／
独
鈷
ば
や
し

旧
５
月
28
日

■

金
山
七
夕

８
月
13
日

■

中
野
七
夕

８
月
13
日

■

山
コ
チ
ン
チ
コ

８
月
上
旬

■

大
文
字
ま
つ
り

８
月
16
日

■
扇
田
盆
踊
り
（
ハ
ッ
タ
ギ
踊
り
）８
月
17
日
・
18
日

■

大
鮎
の
里
　
ふ
る
さ
と
祭
り
８
月
中
旬

■

大
館
神
明
社
祭
典

９
月
10
日
・
11
日

■

五
色
湖
ま
つ
り

10
月
上
旬

■
本
場
大
館
き
り
た
ん
ぽ
ま
つ
り

10
月
第
２
土
・
日
曜
日

■
お
お
だ
て
秋
の
市
日
ま
つ
り

10
月
中
旬

■

比
内
と
り
の
市

１
月
第
４
土
・
日
曜
日

■

ア
メ
ッ
コ
市

２
月
第
２
土
・
日
曜
日

大
館
祭
ご
よ
み

9

桜
ま
つ
り

桜
前
線
が
北
上
し
て
く
る
四

月
下
旬
頃
に
な
る
と
、
歴
史
の

香
る
桂
城
公
園
と
岩
神
貯
水
池

周
辺
の
桜
た
ち
は
一
斉
に
春
を
咲
か
せ
ま
す
。

特
に
岩
神
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
に
は
二
十
二

種
・
数
千
本
の
桜
が
咲
き
乱
れ
、
池
の
ほ
と
り

は
薄
紅
色
に
染
ま
り
ま
す
。
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